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生
活
に
潤
い
を

　
　
「
前
結
び
着
付
け
」

　

みんな元気で仲良しです

試合形式の練習に
励む団の皆さん

平らな帯が見事
な花の形に

巻
の
二
十
四

努力、挑戦、一生懸命
「牛窓ミニバスケットボール

スポーツ少年団」

き生きと取このコーナーは、生涯学習に生
さんも仲間り組む皆さんを紹介します。皆

入りしませんか。

　
牛
窓
体
育

館
で
大
き
な

声
を
出
し
、

縦
横
無
尽
に

コ
ー
ト
を
駆

け
回
る
牛
窓

ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ

ん
。
団
員
25

人
は
、
ド
リ

ブ
ル
・
パ
ス
な
ど
の
基
礎
練
習

や
試
合
形
式
の
練
習
な
ど
を
反

復
し
て
行
い
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

楽
し
さ
、
厳
し
さ
を
味
わ
い
な

が
ら
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
努
力
、

挑
戦
、
一
生
懸
命
』。「
子
ど
も

た
ち
に
、
一
生
懸
命
ス
ポ
ー
ツ

に
打
ち
込
む
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

指
導
者
の
近
田
光
昭
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　「
楽
し
い
チ
ー
ム
で
、
み
ん
な

自
由
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
団
の
皆
さ
ん
。

12
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
東
備
リ

ー
グ
戦
・
新
人
戦
に
向
け
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
今
、
団
員
募
集
中
で
す
。

一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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６
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９
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６
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０
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０
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０
０
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４
―
３
３
０
３

　

　
旧
邑
久
郡
域
の
首
長
墓
は
、

長
船
地
域
の
も
の
と
牛
窓
地
域

の
も
の
に
二
分
さ
れ
ま
す
。
前

者
は
長
船
平
野
の
米
な
ど
の
農

産
物
と
６
世
紀
後
半
以
降
の
須

恵
器
生
産
な
ど
を
背
景
と
し
た

古
墳
群
で
、
後
者
は
海
に
よ
る

魚
貝
な
ど
の
海
産
物
、
塩
、
海

上
交
通
に
関
わ
る
古
墳
群
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
船
地
域
で
は
、
こ
の
地
方

で
最
古
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る

長
尾
山
古
墳
（
68
㍍
）
が
３
世

紀
末
か
ら
４
世
紀
初
め
に
造
ら

れ
、
そ
れ
に
続
き
４
世
紀
前
半

に
花
光
寺
山
古
墳
（
86
㍍
）
が

造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
光
寺
山
古
墳
に
少
し

遅
れ
て
、
牛
窓
地
域
で
同
規
模
、

同
形
態
の
牛
窓
天
神
山
古
墳
（
85

㍍
）
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
４
世
紀
後
半
は
長
船
地

域
で
は
直
径
50
㍍
ほ
ど
の
円
墳

は
あ
り
ま
す
が
、
前
方
後
円
墳

は
造
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
５
世
紀
前
半
に
な
る
と
牛
窓

地
域
で
黒
島
１
号
墳
（
81
㍍
）

が
築
か
れ
ま
す
が
、
長
船
地
域

で
は
前
方
後
円
墳
は
造
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
５
世
紀
半
ば
か
ら

後
半
に
な
る
と
長
船
地
域
で
二

重
周
濠
を
も
つ
築
山
古
墳
（
82

㍍
）
が
、
牛
窓
地
域
で
は
二
重

で
は
な
い
が
周
濠
を
も
つ
鹿
歩

山
古
墳
（
84
㍍
）
が
前
方
部
を

広
げ
た
築
山
古
墳
と
類
似
し
た

形
、
規
模
で
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
５
世
紀
末
に
な
る
と
長
船
地

域
で
帆
立
貝
形
の
牛
文
茶
臼
山

古
墳
（
48
㍍
）
と
、
少
し
遅
れ

て
船
山
古
墳
（
60
㍍
）
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
牛
窓
地

域
で
は
、
波
歌
山
古
墳
（
60
㍍
）

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
６
世
紀
前
半
に
な
る
と
長
船

地
域
で
は
金
鶏
塚
古
墳
（
35
㍍
）

が
築
か
れ
て
い
ま
す
が
、
牛
窓

地
域
で
は
新
た
な
古
墳
の
築
造

は
な
く
、
波
歌
山
古
墳
が
そ
の

ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
６
世
紀
後
半
に
な
る
と
長

船
地
域
で
は
亀
ヶ
原
大
塚
古
墳

（
40
㍍
）
が
築
か
れ
、
牛
窓
地

域
で
は
二
塚
山
古
墳
（
60
㍍
）

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
長
船
地
域
と
牛

窓
地
域
は
、
多
少
の
時
期
の
ず

れ
は
あ
る
も
の
の
、
４
世
紀
中

ご
ろ
前
後
の
「
花
光
寺
山
古
墳

と
牛
窓
天
神
山
古
墳
」、
５
世

紀
後
半
の
「
築
山
古
墳
と
鹿
歩

山
古
墳
」、
５
世
紀
末
か
ら
６

世
紀
初
め
の
「
船
山
古
墳
と
波

歌
山
古
墳
」
と
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
、
同
規
模
で
類
似
す
る
形
の

前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
同
時

期
の
吉
備
の
古
墳
で
は
、
第
３

位
の
規
模
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
力
を
も

つ
豪
族
が
記
録
に
は
出
て
い
ま

せ
ん
が
、
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
は
、
吉
備
海
部
直
一

族
で
す
。
こ
の
一
族
が
こ
の
時

期
に
旧
邑
久
郡
域
に
い
た
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
長

和
４
（
１
０
１
５
）
年
の
『
吉

備
国
司
解
案
』
に
は
、
海
宿
禰

一
族
が
代
々
邑
久
郡
の
郡
司
に

な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ

た
吉
備
海
部
直
の
赤
尾
、
難
波
、

羽
島
な
ど
が
海
宿
禰
の
祖
先
で
、

こ
の
古
墳
に
葬
ら
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
彼
ら
は
、
長
船
平
野
の
豊
か

な
農
業
生
産
、
須
恵
周
辺
地
域

で
の
須
恵
器
生
産
、
牛
窓
湾
の

海
の
支
配
な
ど
に
よ
り
、
吉
備

中
枢
部
と
も
古
墳
の
規
模
で
第

３
位
と
い
う
関
係
を
持
ち
、
そ

し
て
一
方
で
大
和
政
権
の
水
先

案
内
を
兼
ね
た
外
交
の
実
務
を

と
る
こ
と
で
、
比
較
的
大
き
な

力
を
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
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語
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「
一
人
で
着
物
が
着
た
い
、

子
ど
も
に
浴
衣
を
着
せ
て
あ
げ

た
い
」
と
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

皆
さ
ん
さ
ま
ざ
ま
。
前
結
び
着

付
け
は
、
帯
を
前
で
結
ん
で
か

ら
後
ろ
に
回
す
の
で
、
楽
で
き

れ
い
に
帯
が
結
べ
ま
す
。
締
め

付
け
な
い
着
方
な
の
に
美
し
く

着
物
が
着
ら
れ
、
長
時
間
で
も

着
崩
れ
ず
、
窮
屈
さ
も
感
じ
ま

せ
ん
。

　
着
物
を
着
る
し
ぐ
さ
は
、
皆

さ
ん
優
雅
で
ま
る
で
踊
る
よ
う
。

初
心
者
で
も
連
続
し
て
４
回
ほ

ど
練
習
す
る
と
、
一
人
で
着
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
上
達
す
る
と
、
何
種
類
も

の
す
て
き
な
変
わ
り
結
び
が
結

べ
、
自
分
の
体
型
や
雰
囲
気
に

似
合
う
着
方
が
楽
し
め
ま
す
。

　
「
気
軽
に
着
物
で
出
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
に
潤

い
が
生
ま
れ
、
優
雅
な
気
持
ち

に
な
れ
ま
す
。
洋
服
の
よ
う
な

流
行
が
な
い
の
も
着
物
の
魅
力

の
一
つ
」
と
話
す
講
座
の
皆
さ

ん
は
、
と
て
も
生
き
生
き
と
し

た
和
服
美
人
。

　
見
学
は
自
由
で
す
。
皆
さ
ん

も
タ
ン
ス
で
眠
っ
て
い
る
和
服

を
生
か
し
て
、
楽
し
い
着
付
け

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
活
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日
時
　
第
２
・
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

★
活
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場
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邑
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★
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月
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★
代
表
　
横
山
待
子
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
９
０
０ わたしたちと一緒に着付けしてみませんか

長船地域 牛窓地域

1.花光寺山古墳

3.土師茶臼山古墳

5.築山古墳

7.船山古墳

9.亀ヶ原大塚古墳

  2.牛窓天神山古墳

  4.黒島１号墳

  6.鹿歩山古墳

  8.波歌山古墳

10.二塚山古墳
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